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(57)【要約】
リッスンしている基地局が、アクセス端末から送信され
る信号を聞くことができることを保証するように、アク
セス端末についてのスケーラブルな送信パワーオフセッ
トを実行することを容易にするシステムおよび方法が説
明される。パワーオフセットは、アクセス端末が、静的
パワーブースティングスキームの下などで生じ得る過剰
なパワーブースティングなしに送信パワーを十分に調整
することができるようにするために、逆方向リンクチャ
ネル品質インジケータフィードバックループの関数とし
て生成される。チャネル品質指示に関連する監視される
パラメータは、アクセス端末からのＣＱＩ信号に応じて
基地局によって提供される消去レートインジケータ、な
らびにアクセス端末において受信されるスーパーフレー
ムプリアンブルに関連する平均受信パワーレベルを備え
ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ワイヤレス通信環境においてアクセス端末についての送信パワー調整を実行する方法であ
って、
　前記アクセス端末において受信される信号のパラメータにおける変動を監視することと
、
　与えられた性能レベルをターゲットとするスケーラブルなパワーオフセットファクタを
決定することと、
　を備える方法。
【請求項２】
前記信号は、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１つの基地局から
のチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備え、前記パラメ
ータは、前記少なくとも１つの基地局によって経験される消去レートである、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
前記アクセス端末から送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル品質インデックスフィード
バックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信することと、前記少なくとも１つ
の基地局によって経験される前記消去レートを計算することと、をさらに備える請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
望ましい消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求している基地局によって経
験される消去レートとの関数として、前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを決
定すること、をさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
前記スケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗ぜられた割り当てられた送信パ
ワーレベルでハンドオフ要求を送信すること、をさらに備える請求項４に記載の方法。
【請求項６】
前記性能レベルは、ターゲットＣＱＩ信号消去レートである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記信号は、スーパーフレームプリアンブル情報を備え、前記パラメータは、前記スーパ
ーフレームプリアンブルの平均受信パワーレベルである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
現在のスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルを、先行する
スーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較すること、をさら
に備える請求項７に記載の方法。
【請求項９】
前記現在のスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルと前記先
行するスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルとの間の差に
比例し逆の量だけアクセス端末送信についての送信パワーレベルを調整すること、をさら
に備える請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
デフォルトパワー制御について閉ループパワー制御技法を利用することと、前記監視され
るパラメータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過していることの決定
があり次第前記パワーオフセットファクタを決定することと、をさらに備える請求項１に
記載の方法。
【請求項１１】
ワイヤレス通信環境においてアクセス端末についての送信パワーレベルをスケーラブルに
パワーブーストすることを容易にする装置であって、
　第１の信号を受信するレシーバと、
　前記信号のパラメータを測定し、望ましい性能レベルをターゲットとするスケーラブル
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なパワーオフセットファクタを決定するプロセッサと、
　前記スケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗ぜられた割り当てられた送信
パワーレベルで第２の信号を送信するトランスミッタと、
　を備える装置。
【請求項１２】
前記信号は、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１つの基地局から
のチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備え、前記パラメ
ータは、前記少なくとも１つの基地局によって経験される消去レートである、請求項１１
に記載の装置。
【請求項１３】
前記レシーバは、前記トランスミッタによって送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル品
質インデックスフィードバックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信し、前記
プロセッサは、前記少なくとも１つの基地局によって経験される前記消去レートを計算す
る、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
前記プロセッサは、望ましい消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求してい
る基地局によって経験される消去レートとの関数として、前記スケーラブルなパワーオフ
セットファクタを生成する、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
前記トランスミッタは、前記スケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗ぜられ
た割り当てられた送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信する、請求項１４に記載の装
置。
【請求項１６】
前記信号は、スーパーフレームプリアンブル情報を備え、前記パラメータは、前記スーパ
ーフレームプリアンブルの平均受信パワーレベルである、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
前記プロセッサは、現在のスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワー
レベルを、先行するスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比
較する、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
前記プロセッサは、前記現在のスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パ
ワーレベルと前記先行するスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワー
レベルとの間の差に等しい逆の量だけアクセス端末送信についての送信パワーレベルを調
整する、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
前記プロセッサは、デフォルトパワー制御についての閉ループパワー制御技法と、前記監
視されるパラメータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過していること
の決定があり次第前記パワーオフセットファクタを決定すること、を使用する、請求項１
１に記載の装置。
【請求項２０】
アクセス端末において受信される信号のパラメータにおける変動を監視するための手段と
、
　望ましい性能レベルをターゲットとするスケーラブルなパワーオフセットファクタを生
成するための手段と、
　を備えるワイヤレス通信装置。
【請求項２１】
監視するための前記手段は、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１
つの基地局からの前記信号によって備えられるチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号
消去レートインジケータを監視し、前記スケーラブルなオフセットファクタを生成するた
めの前記手段は、前記消去レートインジケータの関数として前記少なくとも１つの基地局
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によって経験される消去レートを計算する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
前記アクセス端末から送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル品質インデックスフィード
バックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信する受信するための手段、をさら
に備える請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを生成するための前記手段は、望ましい消
去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求している基地局によって経験される消
去レートとの関数として、前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを生成する、請
求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
前記スケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗ぜられた割り当てられた送信パ
ワーレベルでハンドオフ要求を送信する送信するための手段、をさらに備える請求項２３
に記載の装置。
【請求項２５】
前記望ましい性能レベルは、ターゲットＣＱＩ信号消去レートである、請求項２０に記載
の装置。
【請求項２６】
前記信号は、スーパーフレームプリアンブル情報を備え、前記パラメータは、前記スーパ
ーフレームプリアンブルの平均受信パワーレベルである、請求項２０に記載の装置。
【請求項２７】
前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを生成するための前記手段は、現在のスー
パーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルを、先行するスーパーフ
レームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較する、請求項２６に記載の装
置。
【請求項２８】
前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを生成するための前記手段は、前記現在の
スーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルと前記先行するスー
パーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルとの間の差に等しい逆の
量だけアクセス端末送信についての送信パワーレベルを調整する、請求項２７に記載の装
置。
【請求項２９】
デフォルトパワー制御についての閉ループパワー制御技法を実行し、前記監視されるパラ
メータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過していることの決定があり
次第前記パワーオフセットファクタを決定するための手段、をさらに備える請求項２０に
記載の装置。
【請求項３０】
アクセス端末において受信される信号に関連するチャネル品質パラメータにおける変動を
監視することと、
　最小の性能レベルしきい値をターゲットとするスケーラブルな送信パワーオフセットフ
ァクタを決定することと、
　のためのコンピュータ実行可能な命令、を記憶するコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３１】
前記信号は、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１つの基地局から
のチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備え、前記パラメ
ータは、前記少なくとも１つの基地局におけるＣＱＩ信号の消去レートである、請求項３
０に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３２】
前記アクセス端末から送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル品質インデックスフィード
バックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信するための命令と、前記少なくと
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も１つの基地局によって経験される前記消去レートを計算するための命令と、をさらに備
える請求項３１に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３３】
望ましい消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求している基地局によって経
験される消去レートとの関数として、前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを決
定するための命令、をさらに備える請求項３２に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３４】
前記スケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗ぜられた割り当てられた送信パ
ワーレベルでハンドオフ要求を送信するための命令、をさらに備える請求項３３に記載の
コンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３５】
前記最小の性能レベルしきい値は、ターゲットＣＱＩ信号消去レートである、請求項３０
に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３６】
前記信号は、スーパーフレームプリアンブル情報を備え、前記パラメータは、前記スーパ
ーフレームプリアンブルの平均受信パワーレベルである、請求項３０に記載のコンピュー
タ読取り可能媒体。
【請求項３７】
現在のスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルを、先行する
スーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較するための命令、
をさらに備える請求項３６に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３８】
前記現在のスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルと前記先
行するスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベルとの間の差に
等しい逆の量だけアクセス端末送信についての送信パワーレベルを調整するための命令、
をさらに備える請求項３７に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３９】
デフォルトパワー制御について閉ループパワー制御技法を利用し、前記監視されるパラメ
ータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過していることの決定があり次
第前記パワーオフセットファクタを決定するための命令、をさらに備える請求項３０に記
載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項４０】
チャネル状態に応じてアクセス端末についての送信パワーをスケーラブルに調整するため
のコンピュータ実行可能命令を実行するプロセッサであって、前記命令は、
　アクセス端末において受信される信号に関連するチャネル品質パラメータにおける変動
を監視することと、
　前記監視された変動の関数として、最小の性能レベルしきい値をターゲットとするスケ
ーラブルな送信パワーオフセットファクタを決定することと、
　を備えるプロセッサ。
【請求項４１】
前記信号は、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１つの基地局から
のチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備え、前記パラメ
ータは、前記消去レートインジケータの関数として計算される消去レートである、請求項
４０に記載のプロセッサ。
【請求項４２】
前記命令は、前記アクセス端末から送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル品質インデッ
クスフィードバックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信することと、前記少
なくとも１つの基地局によって経験される前記消去レートを計算することと、を備える、
請求項４１に記載のプロセッサ。
【請求項４３】
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前記命令は、望ましい消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求している基地
局によって経験される消去レートとの関数として、前記スケーラブルなパワーオフセット
ファクタを決定すること、をさらに備える、請求項４２に記載のプロセッサ。
【請求項４４】
前記命令は、前記スケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗ぜられた割り当て
られた送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信すること、をさらに備える、請求項４３
に記載のプロセッサ。
【請求項４５】
前記最小の性能レベルしきい値は、ターゲットＣＱＩ信号消去レートである、請求項４０
に記載のプロセッサ。
【請求項４６】
前記信号は、スーパーフレームプリアンブル情報を備え、前記パラメータは、前記スーパ
ーフレームプリアンブルの平均受信パワーレベルである、請求項４０に記載のプロセッサ
。
【請求項４７】
前記命令は、現在のスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベル
を、先行するスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較する
こと、をさらに備える、請求項４６に記載のプロセッサ。
【請求項４８】
前記命令は、前記現在のスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレ
ベルと前記先行するスーパーフレームプリアンブルについての前記平均受信パワーレベル
との間の差に等しい逆の量だけアクセス端末送信についての送信パワーレベルを調整する
こと、をさらに備える、請求項４７に記載のプロセッサ。
【請求項４９】
前記命令は、デフォルトパワー制御について閉ループパワー制御技法を利用することと、
前記監視されるパラメータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過してい
ることの決定があり次第前記パワーオフセットファクタを決定することと、をさらに備え
る、請求項４０に記載のプロセッサ。

【発明の詳細な説明】
【米国特許法１１９条のもとでの優先権の主張】
【０００１】
　本願は、両方ともにこの譲受人に譲渡され、ここでの参照によりここに明示的に組み込
まれる、２００５年８月２２日に出願された「ＲＬ品質インジケータに基づくＣＱＩリポ
インティングのための開ループパワー調整(OPEN-LOOP POWER ADJUSTMENT FOR CQI REPOIN
TING BASED ON RL QUALITY INDICATORS)」という名称の米国仮出願第６０／７１０,４０
３号、および、２００６年１月６日に出願された「スーパーフレームプリアンブル上の測
定値を用いたパワー制御の方法(METHOD OF POWER CONTROL WITH MEASUREMENTS OVER SUPE
RFRAME PREAMBLE)」という名称の米国仮出願第６０／７５６，９８０号、の利益を主張す
る。
【背景】
【０００２】
　（I.分野）
【０００３】
　以下の説明は、一般にワイヤレス通信に関し、より具体的にはワイヤレス通信環境にお
いて送信スループットを改善することに関する。
【０００４】
　（背景）
【０００５】
　ワイヤレス通信システムは、様々なタイプの通信を提供するために広く展開される。例
えば、音声および／またはデータは、そのようなワイヤレス通信システムを経由して供給
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されることができる。典型的なワイヤレス通信システムまたはネットワークは、１つまた
は複数の共用リソースに対して複数ユーザのアクセスを実現することができる。例えば、
システムは、周波数分割多重化(Frequency Division Multiplexing)（ＦＤＭ）、時分割
多重化(Time Division Multiplexing)（ＴＤＭ）、符号分割多重化(Code Division Multi
plexing)（ＣＤＭ）、および直交周波数分割多重化(Orthogonal Frequency Division Mul
tiplexing)（ＯＦＤＭ）など様々な多重アクセス技法を使用することができる。
【０００６】
　一般的なワイヤレス通信システムは、カバレージ区域を提供する１つまたは複数の基地
局を使用する。典型的な基地局は、ブロードキャストサービス、マルチキャストサービス
、および／またはユニキャストサービス(unicast service)についての複数の(multiple)
データストリームを送信することができ、ここでデータストリームは、ユーザデバイスに
とって独立な受信対象となり得るデータのストリームとすることができる。そのような基
地局のカバレージ区域内のユーザデバイスは、複合ストリームによって搬送される１つ、
１つより多い、あるいはすべてのデータストリームを受信するために使用されることがで
きる。同様に、ユーザデバイスは、基地局または別のユーザデバイスに対してデータを送
信することができる。
【０００７】
　ワイヤレス通信システムは、音声やデータなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供
するために広く展開される。これらのシステムは、使用可能なシステムリソース（例えば
、帯域幅および送信パワー）を共用することにより複数のユーザとの通信をサポートする
ことができる多元接続システムとすることができる。そのような多元接続システムの例は
、符号分割多元接続(code division multiple access)（ＣＤＭＡ）システムと、時分割
多元接続(time division multiple access)（ＴＤＭＡ）システムと、周波数分割多元接
続(frequency division multiple access)（ＦＤＭＡ）システムと、直交周波数分割多元
接続(orthogonal frequency division multiple access)（ＯＦＤＭＡ）システムと、を
含む。
【０００８】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末についての通信を
同時にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上の伝送
を経由して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク）は
、基地局から端末への通信リンクを意味し、逆方向リンク（またはアップリンク）は、端
末から基地局への通信リンクを意味する。
【０００９】
　したがって、前述の欠陥を克服し、システムスループットを改善しユーザ体験を向上さ
せるために、ワイヤレス通信環境において干渉を低減させること、および電力を節約する
ことを容易にするシステムおよび方法についてのニーズが、当技術分野においては存在す
る。
【発明の開示】
【００１０】
　［概要］
　以下は、１つまたは複数の実施形態の簡略化された概要(summary)を、そのような実施
形態の基本的な理解を提供するために提示している。この概要は、すべての企図された実
施形態の広範な概説ではなく、また、すべての実施形態の主要なあるいは不可欠な要素を
識別するようにも、あるいは任意のまたはすべての実施形態の範囲を示すようにも意図さ
れてはいない。その唯一の目的は、後で提示されるより詳細な説明に対する前置きとして
簡略化された形式で１つまたは複数の実施形態のいくつかの概念(concepts)を提示するこ
とである。
【００１１】
　様々な態様によれば、アクセス端末は、静的なパワーブーストプロトコル(power boost
 protocol)を使用して達成可能であるよりもより洗練されたパワー調整スキーム(more re
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fined power adjustment scheme)を提供するために、逆方向リンクチャネル品質インジケ
ータ(reverse link channel quality indicators)の関数(function)として送信パワー調
整を実行することを容易にする機能、を提供されることができる。例えば、従来の静的パ
ワーブーストメカニズムは、送信がパワーブースティング(power boosting)を必要とする
かどうかにかかわらず、アクセス端末はプリセットパワーレベルを割り当て、それによっ
て、アクセス端末は、ある送信についての送信パワーを増大させる必要がある。したがっ
て、パワーは浪費される可能性があり、逆方向リンク上の干渉は、不必要に増大する可能
性がある。主題のイノベーション(innovation)は、望まれない干渉を低減させ、アクセス
端末パワーを節約する、より洗練されたパワー調整スキームを提供する。
【００１２】
　一態様によれば、ワイヤレス通信環境においてアクセス端末についての送信パワー調整
を実行する方法は、アクセス端末において受信される信号のパラメータ(parameter)にお
ける変動を監視すること(monitoring)と、与えられた性能レベル(given performance lev
el)をターゲットとするスケーラブルなパワーオフセットファクタ(scalable power offse
t factor)を決定すること(determining)と、を備えることができる。信号は、アクセス端
末のアクティブセット(active set)における少なくとも１つの基地局からのチャネル品質
インデックス(channel quality index)（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータ(signal e
rasure rate indicators)、を備えることができ、パラメータは、少なくとも１つの基地
局によって経験される(experienced)消去レートである。スケーラブルなパワーオフセッ
トファクタは、望ましい消去レート(desired erasure rate)と、アクセス端末がハンドオ
フ(handoff)を要求している基地局によって経験される消去レートと、の関数として、決
定されることができ、そして、ハンドオフ要求は、スケーラブルなパワーオフセットファ
クタによって乗ぜられた(multiplied)割り当てられた送信パワーレベルで、送信されるこ
とができる。関連した態様によれば、信号は、スーパーフレームプリアンブル情報(super
frame preamble information)を備えることができ、パラメータは、スーパーフレームプ
リアンブルの平均受信パワーレベル(a mean received power level)とすることができる
。本方法は、現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルを、
先行するスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較すること
(comparing)と、現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベル
と先行するスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルとの間の差に
、比例し逆の量(amount proportional and opposite)だけアクセス端末送信についての送
信パワ
ーレベルを調整すること(adjusting)と、をさらに備えることができる。
【００１３】
　別の態様によれば、ワイヤレス通信環境においてアクセス端末についての送信パワーレ
ベルをスケーラブルにパワーブーストすることを容易にする装置は、第１の信号を受信す
るレシーバ(receiver)と、信号のパラメータを測定し、望ましい性能レベル(desired per
formance level)をターゲットとするスケーラブルなパワーオフセットファクタを決定す
るプロセッサ(processor)と、そのスケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗
ぜられた割り当てられた送信パワーレベルで第２の信号を送信するトランスミッタ(trans
mitter)と、を備えることができる。信号は、アクセス端末のアクティブセットにおける
少なくとも１つの基地局からのチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートイン
ジケータ、を備えることができ、また、パラメータは、少なくとも１つの基地局によって
経験される消去レートであってもよい。プロセッサは、望ましい消去レートと、アクセス
端末がハンドオフを要求している基地局によって経験される消去レートと、の関数として
、スケーラブルなパワーオフセットファクタを生成することができ、トランスミッタは、
そのスケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗ぜられた割り当てられた送信パ
ワーレベルでハンドオフ要求を送信することができる。関連した態様によれば、信号は、
スーパーフレームプリアンブル情報を備えることができ、パラメータは、スーパーフレー
ムプリアンブルの平均受信パワーレベルとすることができる。プロセッサは、現在のスー
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パーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルを先行するスーパーフレーム
プリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較することができ、現在のスーパーフ
レームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと先行するスーパーフレームプリア
ンブルについての平均受信パワーレベルとの間の差に等しい逆の量だけアクセス端末送信
についての送信パワーレベルを調整することができる。
【００１４】
　さらに別の態様によれば、ワイヤレス通信装置(wireless communication apparatus)は
、アクセス端末において受信される信号のパラメータにおける変動を監視するための手段
と、望ましい性能レベルをターゲットとするスケーラブルなパワーオフセットファクタを
生成するための手段と、を備えることができる。監視するための手段は、アクセス端末の
アクティブセットにおける少なくとも１つの基地局からの信号によって備えられるチャネ
ル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを監視し、スケーラブルなオ
フセットパワーファクタを生成するための手段は、消去レートインジケータの関数として
少なくとも１つの基地局によって経験される消去レートを計算する。スケーラブルなパワ
ーオフセットファクタを生成するための手段は、望ましい消去レートと、アクセス端末が
ハンドオフを要求している基地局によって経験される消去レートと、の関数として、スケ
ーラブルなパワーオフセットファクタを生成し、送信するための手段は、そのスケーラブ
ルなパワーオフセットファクタによって乗ぜられた割り当てられた送信パワーレベルでハ
ンドオフ要求を送信することができる。関連した態様によれば、信号は、スーパーフレー
ムプリアンブル情報を備えることができ、パラメータは、スーパーフレームプリアンブル
の平均受信パワーレベルとすることができる。スケーラブルなパワーオフセットファクタ
を生成するための手段は、現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワ
ーレベルを先行するスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比
較し、現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと先行する
スーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルとの間の差に等しい逆の
量だけアクセス端末送信についての送信パワーレベルを調整することができる。
【００１５】
　さらに別の態様は、アクセス端末において受信される信号に関連するチャネル品質パラ
メータにおける変動を監視し、最小性能レベルしきい値(minimum performance level thr
eshold)をターゲットとするスケーラブルな送信パワーオフセットファクタを決定するた
めの、コンピュータ実行可能命令(computer-executable instructions)を記憶しているコ
ンピュータ読取り可能媒体(computer-readable medium)に関する。信号は、アクセス端末
のアクティブセットにおける少なくとも１つの基地局からのチャネル品質インデックス（
ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備えることができ、パラメータは、少なくとも１
つの基地局におけるＣＱＩ信号の消去レートとすることができる。コンピュータ読取り可
能媒体は、望ましい消去レートと、アクセス端末がハンドオフを要求している基地局によ
って経験される消去レートと、の関数として、スケーラブルなパワーオフセットファクタ
を決定するための命令と、そのスケーラブルなパワーオフセットファクタによって乗ぜら
れた割り当てられた送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信するための命令と、をさら
に備えることができる。関連した態様によれば、信号は、スーパーフレームプリアンブル
情報を備えることができ、パラメータは、スーパーフレームプリアンブルの平均受信パワ
ーレベルとすることができる。コンピュータ読取り可能媒体は、現在のスーパーフレーム
プリアンブルについての平均受信パワーレベルを先行するスーパーフレームプリアンブル
についての平均受信パワーレベルと比較するための命令と、現在のスーパーフレームプリ
アンブルについての平均受信パワーレベルと先行するスーパーフレームプリアンブルにつ
いての平均受信パワーレベルとの間の差に等しい逆の量だけアクセス端末送信についての
送信パワーレベルを調整するための命令と、をさらに備えることができる。
【００１６】
　さらに別の態様によれば、プロセッサは、チャネル状態に応じてアクセス端末について
の送信パワーをスケーラブルに調整するためのコンピュータ実行可能命令を実行すること
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ができ、該命令は、アクセス端末において受信される信号に関連するチャネル品質パラメ
ータにおける変動を監視することと、監視される変動の関数として最小性能レベルしきい
値をターゲットとするスケーラブルな送信パワーオフセットファクタを決定することと、
を備える。信号は、アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１つの基地局か
らのチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備えることがで
き、パラメータは、消去レートインジケータの関数として計算される消去レートとするこ
とができる。それらの命令は、望ましい消去レートと、アクセス端末がハンドオフを要求
している基地局によって経験される消去レートと、の関数として、スケーラブルなパワー
オフセットファクタを決定することと、そのスケーラブルなパワーオフセットファクタに
よって乗ぜられた割り当てられた送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信することと、
をさらに備えることができる。同様な態様によれば、信号は、スーパーフレームプリアン
ブル情報を備えることができ、パラメータは、スーパーフレームプリアンブルについての
平均受信パワーレベルとすることができる。命令は、現在のスーパーフレームプリアンブ
ルについての平均受信パワーレベルを、先行するスーパーフレームプリアンブルについて
の平均受信パワーレベルと比較することと、現在のスーパーフレームプリアンブルについ
ての平均受信パワーレベルと先行するスーパーフレームプリアンブルについての平均受信
パワーレベルとの間の差に等しい逆の量だけ、アクセス端末送信についての送信パワーレ
ベルを調整することと、をさらに備えることができる。
【００１７】
　前述の目的および関連した目的を達成するために、１つまたは複数の実施形態は、以下
に十分に説明され、特許請求の範囲において特に指摘される特徴を備える。以下の説明お
よび添付図面は、１つまたは複数の実施形態の詳細なある種の例示の態様において述べら
れる。しかしながら、これらの態様は、様々な実施形態の原理が使用され得る様々な方法
のうちのいくつかを示すにすぎず、説明される実施形態は、すべてのそのような態様およ
びそれらの等価物(equivalents)を含むように意図される。
【００１８】
　［詳細な説明］
　様々な実施形態が、同様な参照番号が全体をとおして同様な要素を指すように用いられ
ている図面を参照してこれから説明される。以下の説明においては、説明の目的のために
、多くの具体的な詳細が、１つまたは複数の実施形態の完全な理解を提供するために述べ
られる。しかしながら、そのような実施形態（１つまたは複数）(such embodiment(s))は
、これらの具体的な詳細無しに実行されるかもしれないことは明らかかもしれない。他の
例においては、よく知られている構成およびデバイスは、１つまたは複数の実施形態を説
明することを容易にするためにブロック図形式で示される。
【００１９】
　本願において使用されるように、用語「コンポーネント(component)」、「システム(sy
stem)」、および同様な類は、コンピュータに関連したエンティティ(entity)、ハードウ
ェア、ソフトウェア、実行中のソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロ
コード、および／またはそれらの任意の組合せを指すように意図されている。例えば、コ
ンポーネントは、それだけには限定されないが、プロセッサ上で実行されるプロセス、プ
ロセッサ、オブジェクト、実行ファイル(executable)、実行スレッド(a thread of execu
tion)、プログラム、および／またはコンピュータであってもよい。１つまたは複数のコ
ンポーネントは、プロセスおよび／または実行スレッドの内部に存在することができ、コ
ンポーネントは、１台のコンピュータ上に局所化され、かつ／または２台以上のコンピュ
ータ間で分散されることができる。またこれらのコンポーネントは、様々なデータ構造が
記憶されている様々なコンピュータ読取り可能媒体から実行することもできる。コンポー
ネントは、ローカルおよび／またはリモートのプロセスを経由して、例えば、１つまたは
複数のデータパケット（例、ローカルシステム、分散システムにおける別のコンポーネン
トと、かつ／またはインターネットなどのネットワーク全体にわたって信号を経由して他
のシステムと、相互作用する１つのコンポーネントからのデータ）を有する信号に従って
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、通信することができる。さらに、ここにおいて説明されるシステムのコンポーネントは
、それに関連して説明される様々な態様、目標、利点などを達成することを容易にするた
めに再構成され、かつ／または追加のコンポーネントによって補足されることができ、当
業者によって認識されるように、与えられる図面中に述べられる厳密なコンフィギュレー
ション(precise configurations)だけには限定されない。
【００２０】
　さらに、様々な実施形態が、加入者局に関連してここにおいて説明される。加入者局は
、システム、加入者ユニット、移動局、モバイル、リモート局、リモート端末、アクセス
端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、またはユーザ装置と呼ばれる
こともできる。加入者局は、セルラ電話(cellular telephone)、コードレス電話、セッシ
ョン開始プロトコル(Session Initiation Protocol)（ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカ
ルループ(wireless local loop)（ＷＬＬ）局、携帯型個人情報端末(personal digital a
ssistant)（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス(handheld dev
ice)、またはワイヤレスモデムに接続された他の処理デバイスとすることができる。
【００２１】
　さらに、ここにおいて説明される様々な態様または特徴は、標準のプログラミング技法
および／またはエンジニアリング技法を使用した製造の方法、装置、または物品としてイ
ンプリメントされる(implemented)ことができる。ここにおいて使用されるような用語「
製造の物品(article of manufacture)」は、任意のコンピュータ読取り可能なデバイス、
キャリア、または媒体からアクセス可能なコンピュータプログラムを包含するように意図
される。例えば、コンピュータ読取り可能媒体は、それだけには限定されないが、磁気ス
トレージデバイス（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ス
トリップ...）、光ディスク（例えば、コンパクトディスク(compact disk)（ＣＤ）、デ
ジタル多用途ディスク(digital versatile disk)（ＤＶＤ）...）、スマートカード、お
よびフラッシュメモリデバイス（例えば、カード、スティック、キードライブ...）を含
むことができる。さらに、ここにおいて説明される様々なストレージ媒体は、情報を記憶
するための１つまたは複数のデバイスおよび／または他の機械読取り可能媒体を表すこと
ができる。用語「機械読取り可能媒体(machine-readable medium)」は、それだけに限定
されることなしに、命令（１つまたは複数）および／またはデータを記憶し、含み、かつ
／または搬送することができるワイヤレスチャネルおよび様々な他の媒体を含むことがで
きる。用語「例示の(exemplary)」はここにおいて、「１つの例(example)、インスタンス
(instance)、または例証(illustration)としての役割を果たす」ことを意味するように使
用されている、ということが認識されるであろう。「例示の」としてここにおいて説明さ
れるどの実施形態または設計も、他の実施形態または設計よりも好ましいあるいは有利で
あると、必ずしも解釈されるべきであるとは限らない。
【００２２】
　図１は、複数の基地局１１０と複数の端末１２０とを有するワイヤレス通信システム１
００を示しており、このワイヤレス通信システムは、ここにおいて説明される１つまたは
複数の態様と組み合わせて使用されることができる。基地局は、一般に端末と通信する固
定局(fixed station)であり、アクセスポイント、ノードＢ(Node B)、または何らかの他
の専門用語で呼ばれることもできる。各基地局１１０は、特定の地理的区域１０２につい
ての通信カバレージ(communication coverage)を提供する。用語「セル(cell)」は、その
用語が使用される状況(context)に応じて基地局および／またはそのカバレージ区域を指
すことができる。システム容量を改善するために、基地局カバレージ区域は、図１によれ
ば複数のより小さな区域（例えば、３つのより小さな区域）１０４ａ、１０４ｂ、および
１０４ｃへと区分される(partitioned)ことができる。より小さな各区域は、それぞれの
ベーストランシーバサブシステム(base transceiver subsystem)（ＢＴＳ）によってサー
ブ(serve)されることができる。用語「セクタ(sector)」は、その用語が使用される状況
に応じてＢＴＳおよび／またはそのカバレージ区域を指すことができる。セクタ化された
セルでは、そのセルのすべてのセクタについてのＢＴＳは、一般的にそのセルについての
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基地局内に共に配置される。ここにおいて説明される伝送技法は、セクタ化セルを有する
システム、ならびに非セクタ化セルを有するシステムのために使用されることができる。
簡単にするために、以下の説明においては、用語「基地局(base station)」は、セクタに
サーブする(serves)固定局、ならびにセルにサーブする固定局のために包括的に使用され
る。
【００２３】
　端末１２０は、一般的にシステム全体にわたって分散させられ、各端末は、固定されて
いても、またはモバイルであってもよい。端末は、移動局、ユーザ装置、ユーザデバイス
、アクセス端末、または何らかの他の専門用語で呼ばれることもできる。端末は、ワイヤ
レスデバイス、セルラ電話、携帯型個人情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデムカードな
どとすることができる。各端末１２０は、与えられた任意の瞬間にダウンリンクおよびア
ップリンク上でゼロ、１つ、または複数の基地局と通信することができる。ダウンリンク
（または順方向リンク）は、基地局から端末への通信リンクを意味し、アップリンク（ま
たは逆方向リンク）は、端末から基地局への通信リンクを意味する。
【００２４】
　集中化したアーキテクチャでは、システムコントローラ１３０は、基地局１１０に結合
し、基地局１１０についての協調および制御を実現する。分散化したアーキテクチャでは
、基地局１１０は、必要に応じて互いに通信することができる。順方向リンク上のデータ
伝送は、順方向リンクおよび／または通信システムによってサポートされ得る最大データ
レートで、あるいはその近くで１つのアクセスポイントから１つのアクセス端末へと行わ
れる。順方向リンクの追加チャネル（例えば、制御チャネル）は、複数のアクセスポイン
トから１つのアクセス端末へと送信されることができる。逆方向リンクデータ通信は、１
つのアクセス端末から１つまたは複数のアクセスポイントへと行われることができる。
【００２５】
　アクセス端末１２０へと送信されるべきデータは、アクセスネットワークコントローラ
１３０によって受信されることができる。その後にアクセスネットワークコントローラ１
３０は、アクセス端末１２０のアクティブセットにおけるすべてのアクセスポイントに対
してデータを送信することができる。代わりに、アクセスネットワークコントローラ１３
０は、どのアクセスポイントが、アクセス端末１２０によってサービングアクセスポイン
トとして選択されたかをまず決定し、次いでそのサービングアクセスポイントに対してデ
ータを送信することもできる。データは、アクセスポイント(１つまたは複数）における
キュー(queue)に記憶されることができる。次いでページングメッセージは、それぞれの
制御チャネル上で１つまたは複数のアクセスポイントによってアクセス端末１２０に対し
て送信されることができる。アクセス端末１２０は、そのページングメッセージを取得す
るために１つまたは複数の制御チャネル上の信号を復調し、復号化する。
【００２６】
　１ｘＥＶ－ＤＯ通信環境においては、アクセス端末は、順方向および逆方向のリンク通
信についての異なるサービングセクタを有することができる。そのアクセス端末は、望ま
しい順方向リンクサービングセクタのカバーに対応するカバー（例えば、スクランブリン
グコード(scrambling code)を有するデータレート制御(data rate control)（ＤＲＣ）信
号を送信することにより、１つの順方向リンクサービングセクタから別のものへスイッチ
する要望(desire)を示すことができる。ＤＲＣパワーブースティング(DRC power boostin
g)は、新しい／望ましい順方向リンクサービングセクタによってＤＲＣの検出を改善する
ためには多くの場合に望ましい。パワーブースティングは、順方向リンクと逆方向リンク
との間に不均衡があるときには特に重要である。静的パワーブースティングファクタは、
基地局によって指定されることができ、多くの場合に最悪ケースの不均衡に対応するよう
に選択される。典型的なブースティングファクタは、５～６ｄＢである。多くの場合に５
～６ｄＢのブースティングファクタは、ほとんどの不均衡がかなり小さくなる傾向がある
ので、必要ではない。これは、端末送信パワーの非常に非効率的な使用と、逆方向リンク
上での不必要に高い干渉をもたらす。
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【００２７】
　様々な態様に従って、アクセス端末には、そのアクティブセットにおける複数の基地局
のおのおのについての逆方向リンク品質の推定値が与えられることができる。各基地局が
、各ＣＱＩ／ＤＲＣ送信の消去インジケータを返信するイベントにおいては、端末は、チ
ャネル状態によりよくマッチングする(matches)スケーラブルなパワーブースティングフ
ァクタを自律的に導き出すことができる。
【００２８】
　他の態様によれば、逆方向リンク制御チャネルパワー制御は、閉ループアルゴリズム(c
losed loop algorithm)を使用して実行されることができ、それによってアクセスポイン
トは、これらのチャネルについてのある種の性能をターゲットとし、アクセス端末ごとに
別々にパワー制御コマンド(power control commands)を発行し、その性能要件を満たすよ
うにそれらの送信パワーを増大させ、あるいは減少させるようにそれらに指示する(instr
ucting)。一態様においては、これらのパワー制御コマンドは、アクセス端末からのＣＱ
Ｉ情報の最新の送信についての消去指示(erasure indications)であるか、またはアクセ
ス端末からの逆方向リンクＣＱＩチャネル上のある種の受信キャリア対干渉比(carrier t
o interference ratio)（Ｃ／Ｉ）をターゲットとすることに基づいて発行されるアップ
／ダウンコマンド(up/down converter)であるかである。
【００２９】
　図２は、アクセス端末についての消去レートと送信パワーとの間の関係のグラフ表示２
００を示しており、これは、１つまたは複数の態様に従って、適切なパワーブースティン
グファクタを決定するためにアクセス端末によって利用されることができる。送信パワー
と、アクセス端末のアクティブセットにおける基地局から受信される推定されたＣＱＩ消
去レートとに基づいて、端末は、基地局のおのおのについて望ましいターゲットＣＱＩ消
去レートに到達するように適切なパワーオフセットを導き出すことができる。端末は、送
信パワーの関数としてのＣＱＩ性能（例えば、ＣＱＩ消去レートとエラーレート）の間の
関係の先験的知識(a priori knowledge)を有することができる。この情報は、基地局によ
って（例えば、ＣＱＩ消去／エラーレート対ＳＮＲのオフラインキャリブレーションを介
して）オフラインで取得され、使用可能にされることができ、経験的なＣＱＩ消去統計デ
ータ(empirical CQI erasure statistics)などから取得されることができる。
【００３０】
　一例によれば、端末は、与えられた時刻に単一ＣＱＩを送信することができ、現在のサ
ービングセクタによってパワー制御されることができる。端末のアクティブセットにおけ
る各基地局は、ＣＱＩ信号を復号化しようと試みることができ、結果として生ずる消去イ
ンジケータを返信することができる。端末は、適切なスクランブリングシーケンス（例え
ば、ソーによって望まれるサービングセクタ(sew desired serving sector)に関連するス
クランブリングシーケンス）を用いてＣＱＩ送信をスクランブルすることにより、新しい
望ましいサービングセクタ(new desired serving sector)を示すことができる。その例に
よれば、端末は、ｅｓのＣＱＩ消去レートが現在のサービングセクタにおいて経験される
ような方法で、パワー制御されることができ、これは、その端末についてのＸｓの送信パ
ワーに対応する。もし端末が、端末がｅ１のＣＱＩ消去レートを経験していると推定する
別の基地局に対してハンドオフ要求を信号で伝えたいと願い（例えば、端末は、消去イン
ジケータの関数として消去レートのスライディングウィンドウ推定値(sliding window es
timate)を生成することによるのと同様に、基地局によって提供される消去レートインジ
ケータに起因して、そのアクティブセットにおける基地局のおのおのに対してＣＱＩ消去
レートのかなり信頼できる推定値を有することができる）、そして、端末が、そのように
行いたいと願うので、結果として生じる信号消去レートがｅ＊よりも小さいのであれば、
端末は、（Ｘ＊／Ｘ１）のパワーオフセットを適用することができる。すなわち、端末は
、Ｘｓ（Ｘ＊／Ｘ１）のパワーレベルを有するＣＱＩ信号を送信することができる。この
ような方法においては、最悪ケースの不均衡の場合にサイズ変更されることが必要かもし
れない、固定された、あるいは静的な、パワーオフセットを利用する技法に比べて、送信
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パワーのより効率的な使用がインプリメントされることができる。
【００３１】
　他の態様に従って、アクセス端末は、最小の許容可能な信頼性しきい値を達成するため
に、異なるチャネル状態／不均衡の下で送信パワーオフセットを効率的に適合させること
ができる。本技法は、端末が、与えられた任意の時刻に（例えば、アクティブセットにお
ける各基地局に対して独立なＣＱＩチャネルを保持することとは対照的に）単一のＣＱＩ
を送信するだけの展開において特に有用である。さらに、端末は、従来の方法を使用して
達成されることができるよりも粒度が粗い方法(granular manner)で、送信パワーの関数
として信号方式の信頼性をトレードオフすることができる。端末は、基地局ごとに消去統
計データを正確に保持するために、（例えば、パワーブースト中の消去値における急激な
変化を統計データから除外することにより）パワーブースト中の消去統計データにおける
急激な変化をさらに明らかにすることができる。さらに、主題のイノベーションは、ＣＱ
Ｉ消去レートだけには限定されずに、他の逆方向リンク品質インジケータ、パラメータ、
測定値などを使用することができる、ということが理解されるであろう。
【００３２】
　図３～８を参照すると、ワイヤレス通信環境における基地局からの信号に関連する１つ
または複数のパラメータに基づいてアクセス端末についてのスケーラブルなパワーブース
トファクタを生成することに関連した方法が示されている。例えば、方法は、周波数分割
多元接続（ＦＤＭＡ）環境、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）環境、データ最適化
(data optimized)（ＤＯ）環境、エボリューションデータ最適化(evolution data optimi
zed)（ＥｖＤＯ）環境、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）環境、広域符号分割多元接続(wid
e-area code-division multiple access)（ＷＣＤＭＡ）環境、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）環境、空間分割多元接続(space-division multiple access)（ＳＤＭＡ）環境、また
は他の適切な任意のワイヤレス環境におけるアクセス端末送信についてのパワーオフセッ
ト調整に関連することができる。説明の簡単化の目的のために、本方法は、一連の動作(a
ct)として示され説明されるが、いくつかの動作は、１つまたは複数の実施形態に従って
、ここにおいて示され説明される順序とは異なる順序で、かつ／または他の動作と同時に
行われることができるので、本方法は動作の順序によって限定されない、ということが理
解され、かつ認識されるべきである。例えば、当業者は、方法が、状態図などにおけるよ
うな、一連の相互に関連した状態またはイベントとして、代わりに表され得ることができ
るであろうことを、理解し認識するであろう。さらに、１つまたは複数の実施形態による
方法をインプリメントするために、必ずしもすべての例示される動作が必要とされないか
もしれない。
【００３３】
　図３は、１つまたは複数の態様に従って、データレート制御（ＤＲＣ）信号など、アク
セス端末送信のスケーラブルなパワーオフセットを導き出す方法３００の説明図である。
３０２において、受信信号に関連する１つまたは複数のパラメータは、その中の変動を測
定するために解析されることができる。信号パラメータは、例えば上記されるようなＣＱ
Ｉ消去レートインジケータとすることができ、それによってアクセス端末は、アクセス端
末についてのサービングセクタによって経験される消去レートに基づいて割り当てられた
送信パワーレベルを有する。さらにあるいは代わりに、パラメータは、その中の変動を検
出するために一連のスーパーフレームプリアンブル中における平均受信パワーレベルの比
較を促すインジケータ値（例えば、設定されるときに、開ループパワーレベル調整のため
の遷移期間をトリガするビット値）とすることもできる。
【００３４】
　３０４において、スケーラブルな送信パワーレベルオフセットファクタは、パラメータ
において検出される変動に基づいて生成されることができる。例えば、パラメータがアク
セス端末に関連するＣＱＩ消去レートである場合、そのときには３０４においてオフセッ
トは、図２の説明において述べられる例に関して上記されるように生成されることができ
る。パラメータが、受信スーパーフレームプリアンブルにおける平均パワーレベルである
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場合、そのときにはパワーオフセットファクタは、現在のスーパーフレームプリアンブル
についての平均受信パワーレベルと最新の以前のスーパーフレームプリアンブルについて
の平均受信パワーレベルとの比較に基づいて導き出されることができる。測定される変化
があらかじめ決定されたしきい値より上にある場合、そのときにはパワーオフセットファ
クタは、その変動を補償するように生成されることができる。そのような様相(aspect)は
、以下で図７および８に関してより詳細に説明される。３０６において、信号（例えば、
肯定応答メッセージ、ＤＲＣ信号、...）は、アクセス端末の割り当てられる送信パワー
と生成されるパワーオフセットファクタとの積であるパワーレベルで送信されることがで
きる。
【００３５】
　図４は、ここにおいて説明される１つまたは複数の態様に従って、チャネル品質フィー
ドバックに基づいてパワーブーストファクタを調整する方法４００を示している。方法４
００は、サービングセクタまたは基地局が、静的パワーブーストファクタをアクセス端末
に割り当て、その割り当てられたブーストファクタにおいてある種の信号を送信するよう
にアクセス端末に強制するときに行われるなど、浪費的なパワー消費を緩和することを容
易にする。例えば、アクセス端末にサーブする基地局は、５ｄＢまたは６ｄＢのブースト
ファクタを割り当てることができ、５ｄＢまたは６ｄＢ上の通常の送信パワーで肯定応答
、ＤＲＣ信号などを送信するようにアクセス端末に義務を負わせる。しかしながら、それ
がサービングセクタ基地局によって聞かれることを保証するために例えば１ｄＢまたは２
ｄＢだけＤＲＣ送信をブーストする必要だけがあるアクセス端末は、依然として５～６ｄ
Ｂレベルにブーストすることが必要とされる可能性があり、これが、次には送信パワーを
浪費させ、逆方向リンク上で不必要な干渉を引き起こす。したがって、チャネル状態と共
にスケーラブルな調整可能なパワーブーストを提供することにより、方法４００は、干渉
を減少させること、およびアクセス端末においてパワー効率を増大させることを容易にす
ることができる。
【００３６】
　４０２において、アクセス端末は、そのアクティブセット中にリストアップされる基地
局に対してＣＱＩ／ＤＲＣ信号を送信することができる。４０４において、アクセス端末
は、アクティブセットにおける各基地局から消去レートインジケータを受信することがで
き、アクセス端末は、パワーブースティングファクタの生成を容易にするためにこの消去
レートインジケータを利用することができる。ここにおいて使用されるように、パワー「
ブースト」(power “boost”)は、パワー「オフセット」(power “offset”)またはパワ
ー「調整」(power “adjustment”)を意味するように解釈されることができ、パワーの増
大を意味することだけには限定されない。もっと正確に言えば、受信消去レートインジケ
ータが、消去レートがあるターゲット許容可能しきい値よりかなり下にあることを示唆す
る場合には、アクセス端末は、送信パワーを低減させることができ、パワーを節約するた
めに消去レートが増大させられることを可能にすることができる。４０６において、アク
セス端末についてのパワーブースティングファクタ(power-boosting factor)は、消去レ
ートインジケータ（１つまたは複数）において示されるチャネル状態(１つまたは複数）(
channel condition(s))に応じて生成され、かつ／または調整されることができる。例え
ば、端末は、図２に関して上記に詳述されるような、消去レートと送信パワーとの間の関
係の先験的知識を有することができる。例えば、アクセステーブルでメモリ中に記憶され
るルックアップテーブル(lookup table)は、５０％の消去レートと８０％の消去レートの
間の差が約３ｄＢに対応することを、示すことができる。別の例によれば、２つの消去レ
ートの間の２０％の差は、約２．２ｄＢ、あるいは何らかの他の値に対応することができ
る。前述の例は、本質的に説明のためのものであり、限定的な意味で解釈されるべきでは
ないことが認識されるであろう。
【００３７】
　図５は、１つまたは複数の態様に従って、ＣＱＩおよび／またはＤＲＣの信号送信につ
いてのサービングセクタを選択し、パワーオフセットファクタを調整するための方法５０
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０の説明図である。５０２において、アクセス端末は、複数の消去インジケータ信号（例
えば、アクセス端末のアクティブセットにおける各基地局からの信号）を受信することが
できる。例えば、端末は、与えられた時刻に単一のＣＱＩを送信することができ、現在の
サービングセクタによってパワー制御されることができる。端末のアクティブセットにお
ける各基地局は、ＣＱＩを復号化しようと試みることができ、消去インジケータを返信す
ることができ、アクセス端末は、５０２においてこの消去インジケータを受信する。アク
セス端末は、消去レートインジケータに基づいて新しいサービングセクタを選択すること
ができ、その選択されたサービングセクタに固有のスクランブリングコードを使用してＣ
ＱＩ信号をスクランブルすることができる。５０６において、調整可能なパワーオフセッ
トは、アクセス端末から送信される後続のＣＱＩ／ＤＲＣ信号に対して適用されることが
できる。
【００３８】
　別々の順方向リンクサービングセクタと逆方向リンクサービングセクタを有することに
関連する互いに素の性質(disjoint nature)は、１つのサービングセクタから別のものへ
とハンドオフする(hand off)ときに障害を生成する可能性がある。逆方向リンクの場合に
、端末は、一般的に他のセクタに対する最良の逆方向リンクを有するセクタに対してハン
ドオフすることができる。そのような場合には、負のパワーオフセットファクタが、ハン
ドオフ後の逆方向リンクパワー制御についての収束時間を低減させることを容易にするた
めに適用されることができる。しかしながら、順方向リンクサービングセクタハンドオフ
では、一例によれば、端末は、現在のサービングセクタによってパワー制御されることが
でき、その結果、ｅｓのＣＱＩ消去レートは、現在のサービングセクタにおいて経験され
るようになり、この現在のサービングセクタは、Ｘｓの対応する送信パワーを有する（図
２に戻って参照）。もし端末が、端末がｅ１のＣＱＩ消去レートを経験していると推定す
る別の基地局に対して順方向リンクハンドオフ要求を送信したいと願い、また、結果とし
て生ずる信号消去レートがｅ＊よりも小さいことを望む場合は、５０６において、端末は
、（Ｘ＊／Ｘ１）のパワーオフセットを適用することができる。すなわち、端末は、パワ
ーレベルＸｓ（Ｘ＊／Ｘ１）を有するＣＱＩ信号を送信することができる。
【００３９】
　別の例によれば、もし端末が、端末がｅ２のＣＱＩ消去レートを経験していると推定す
る基地局に対して、順方向リンクハンドオフを要求する場合、これは、新しい基地局が実
際によりよい逆方向リンクを有することを示唆する可能性があるが、端末は、同じパワー
で送信することができ（例えば、新しい基地局において見られる、結果として生ずるＣＱ
Ｉ消去レートは、依然としてｅ２＜ｅ＊である）、あるいはｅ＊のＣＱＩ消去レートを達
成するためにＸ２／Ｘ＊だけ送信パワーをスケールダウンすることができる。
【００４０】
　図６は、１つまたは複数の態様に従って、望ましい消去レートと、アクセス端末がハン
ドオフを要求している新しいサービングセクタに関連する消去レートとの関数として、パ
ワーオフセットファクタを決定することを容易にする方法６００の説明図である。本方法
によれば、６０２において、アクセス端末がハンドオフを要求するサービングセクタは、
アクセス端末において受信される消去レート指示(erasure rate indication)に基づいて
識別されることができる。６０４において、アクセス端末は、アクセス端末が現在のサー
ビングセクタから（例えば、アクセス端末によって送信されるＣＱＩ／ＤＲＣメッセージ
に応じて）受信している消去レートインジケータ(erasure rate indicator)に基づいて、
さらに現在のサービングセクタについての消去レートを識別することができる。アクセス
端末がハンドオフ要求メッセージを送信するときに使用することができるパワーオフセッ
トは、６０６において導き出されることができる。例えば、パワーオフセットファクタは
、望ましい消去レートに相関する送信パワーと、新しいサービングセクタの消去レートに
相関する送信パワーの関数とすることができる。次いで６０８において、ハンドオフ要求
は、アクセス端末がハンドオフされるべき新しいサービングセクタが、その要求を聞くこ
とができることを保証するように、パワーオフセットファクタによって乗ぜられた、現在
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のサービングセクタによって割り当てられる送信パワーレベルで送信されることができる
。このように、方法６００は、逆方向リンク上の干渉を緩和するために、そしてアクセス
端末におけるパワーを節約するために過剰な送信パワーを留保しながら、与えられた送信
イベントにおける送信パワーニーズ(transmission power need)へとスケーリングされる
パワーオフセットファクタを決定することを容易にする。
【００４１】
　図７は、１つまたは複数の態様に従って、送信パワー制御を実行すべきかどうかを決定
することを容易にする方法７００の説明図である。開ループの方法７００は、閉ループパ
ワー制御アルゴリズムがチャネル変動に追いつくことができないある種のチャネル状態を
緩和することを容易にすることができる。そのようなシナリオの一例は、「シャドウイン
グ(shadowing)」であり、このシャドウイングは、アクセス端末とそのサービングセクタ
との間の主要通信経路が、建物（例えば、アクセス端末の移動性に起因して）など、大き
な障害物によってブロックされる場合に生じ、順方向リンクチャネル品質および逆方向リ
ンクチャネル品質は、短い期間にわたって厳しく悪化させられる。そのようなシナリオに
おいては、アクセス端末は、閉ループコマンドによって達成可能であるよりもその出力パ
ワーにおける速い立ち上がりを必要とする可能性があり、そのアクセス端末は、その順方
向リンクチャネル品質の厳しい悪化に起因していくつかのパワー制御コマンドを見逃す可
能性もある。そのようなシナリオにおいては、アクセス端末が、それが受信信号強度上で
観察する変化に基づいてその送信パワーを調整する開ループパワー調整アルゴリズムが、
より有用である可能性がある。一部のシステムにおいては、基地局は、常に（例えば、あ
らゆる物理レイヤフレームにおいて）パイロットチャネルを送信するとは限らない。その
ようなシステムにおいては、測定は、そのようなパイロットが使用可能である可能性が高
い時だけに実行されることができる。例えば、８０２．２０の場合には、測定は、逆方向
リンクサービングセクタのスーパーフレームプリアンブル上だけで実行されることができ
る。
【００４２】
　７０２において、送信時間パラメータが存在するかどうかに関して決定が行われること
ができる。送信時間パラメータは、受信信号の測定されるアトリビュートにおける変化に
関連するパラメータとすることができる。７０４において、パラメータビット値が設定さ
れているかどうかに関して決定が行われることができ、これはパワー調整プロトコルがイ
ネーブルにされるべきことを示す。パラメータビット値が設定されていない（例えば、ゼ
ロの値を有する）場合、そのときには７０６において開ループパワー調整プロトコルが、
ディスエーブルにされることができ、アクセス端末は、それが逆方向リンクサービングセ
クタから受信するパワー制御コマンドに従い続けることができる。パラメータビット値が
設定されている（例えば、非ゼロ値を有する）場合、そのときにはそのビットの値は、１
つまたは複数の開ループパワー調整についての送信時間を示すようにアクセス端末によっ
て解釈されることができ、この開ループパワー調整は、７０８においてイネーブルにされ
ることができる。
【００４３】
　図８は、１つまたは複数の態様に従って、アクセス端末におけるスーパーフレームプリ
アンブルの間の平均受信パワーの比較に基づいてパワー調整プロトコルを実行することを
容易にする、方法８００の説明図である。一態様によれば、ネゴシエートされるコンフィ
ギュレーションアトリビュート(negotiated configuration attribute)、ＯｐｅｎＬｏｏ
ｐＴｒａｎｓｉｔｉｏｎＴｉｍｅは、アクセス端末における開ループパワー調整(open lo
op power adjustments)についての遷移時間(transition time)を指定することができる。
このパラメータがゼロに設定されるとき、開ループパワー制御は、ディスエーブルにされ
、アクセス端末は、図７に関して上記されるように、それらがそのセクタに対するそれら
の送信パワーを調整するためにそれらの逆方向リンクサービングセクタから受信するパワ
ー制御コマンドに従うように強制される。このパラメータが非ゼロ値に設定されるとき、
それは、開ループ調整についての遷移時間を、指定する。例えば、８０２においてアクセ
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ス端末は、その逆方向リンクサービングセクタの各スーパーフレームプリアンブル中に平
均受信パワーを測定することができる。次いで８０４において、アクセス端末は、その逆
方向リンクサービングセクタの以前のスーパーフレームプリアンブル上の測定値と平均受
信パワーを比較することができる。８０６において、測定の間にステップ変化が存在する
かどうかに関して決定が行われることができる。もし、８０６において、ステップ変化が
比較と同時に検出されない場合、そのときは、本方法は、さらなる監視などのために８０
２へと戻ることができる。もし平均受信パワーにおけるステップ変化が検出される場合は
、８０８において、アクセス端末は、その変化に対して逆方向で、平均受信パワーにおけ
る変化にほぼ相関する、逆比例した量だけ、逆方向リンクサービングセクタ（およびアク
ティブセットにおけるおそらく他の同期したサブセット）に対してその基準送信パワーレ
ベルを調整することができる。例えば、もし平均受信パワーレベルが以前のスーパーフレ
ームプリアンブルの平均受信パワーレベルに対してほぼ半分にされているように決定され
る場合、そのときには逆方向リンクサービングセクタに対する送信パワーレベルは、ほぼ
倍にされることができる。さらに、パワー調整は、ＯｐｅｎＬｏｏｐＴｒａｎｓｉｔｉｏ
ｎＴｉｍｅによって指定される期間にわたって、現在のパワーレベルからターゲットパワ
ーレベルへの線形遷移を使用して実行されることができる。もし複数の変化が１つのＯｐ
ｅｎＬｏｏｐＴｒａｎｓｉｔｉｏｎＴｉｍｅ中に測定される場合、パワーレベルに対する
それらの影響は蓄積されることができる。
【００４４】
　別の例によれば、もし、現在のプリアンブルについての平均受信パワーが、先行するプ
リアンブルより３ｄＢ小さい場合、そのときは、パワー調整は、約３ｄＢだけ送信パワー
をブーストすることを備えることができる。逆に、もし現在のスーパーフレームプリアン
ブルの平均受信パワーが、先行するスーパーフレームプリアンブルよりも２ｄＢ大きい場
合、そのときは、アクセス端末は、その送信パワーを２ｄＢだけ低減させることができる
。前者の場合には、アクセス端末は、それが送信しているサービングセクタからの（例え
ば、アクセス端末とサービングセクタとの間の障害物による増大させられたシャドウイン
グ、サービングセクタからの増大させられた距離などに起因した）弱められた信号を経験
しており、したがって平均プリアンブル受信パワーにおける負の変化が知覚され、これが
次にはパワーブーストによって補償されることが仮定されることができる。後者の場合に
は、アクセス端末は、サービングセクタ基地局に近づいている可能性があり、したがって
平均プリアンブル受信パワーにおける正の変化を知覚し、これにより、アクセス端末は、
送信パワーを低減させることにより応ずることができるようになり得る。一部の態様によ
れば、送信のデータ部分は、パワーブーストされる必要はないが、そうではなくて望まし
い順方向リンクサービングセクタをターゲットとするＣＱＩチャネルだけが、パワーオフ
セットファクタだけパワーブーストに従うことができる。他の態様によれば、逆方向リン
クデータチャネルは、逆方向リンクハンドオフの後にパワーオフセットファクタだけブー
ストされることができる。これは、次にはアクセス端末におけるパワーを節約すること、
および逆方向リンク上の干渉を低減させることを容易にする。
【００４５】
　さらに他の態様によれば、閉ループパワー制御がほとんどの状況を解決する(take care
 of)ことを可能にし、無線リンクがそれなしに短い期間にわたって失われる可能性がある
状況について補償するために、開ループパワー調整を使用することが、望ましいかもしれ
ない。そのような状況においては、開ループパワー調整は、受信パワーレベルが、ｄＢで
測定されるあらかじめ決定されたしきい値量よりも多く低下するときに、適用されること
ができる。
【００４６】
　図９は、１つまたは複数の態様に従って、逆方向リンクチャネル品質に基づいて送信パ
ワーをブーストすべきスケーラブルなパワーオフセットファクタを生成することを容易に
するアクセス端末９００の説明図である。アクセス端末９００は、例えば受信アンテナ（
図示されず）からの信号を受信し、受信信号に対する典型的なアクションを実行し（例え



(19) JP 2009-506647 A 2009.2.12

10

20

30

40

50

ば、フィルタをかけ、増幅し、ダウンコンバートなどを行い）、サンプルを取得するため
に条件付きの信号をデジタル化するレシーバ９０２を備える。レシーバ９０２は、チャネ
ル推定のために、受信シンボルを復調し、それらをプロセッサ９０６へと供給することが
できる復調器９０４を備えることができる。プロセッサ９０６は、レシーバ９０２によっ
て受信される情報を解析すること、および／またはトランスミッタ９１４による送信のた
めの情報を送信することに専用化されたプロセッサ、アクセス端末９００の１つまたは複
数のコンポーネントを制御するプロセッサ、および／または両方ともにレシーバ９０２に
よって受信される情報を解析し、トランスミッタ９１４による送信のための情報を生成し
、アクセス端末９００の１つまたは複数のコンポーネントを制御するプロセッサとするこ
とができる。
【００４７】
　アクセス端末９００は、プロセッサ９０６に動作的に結合され、送信されるべきデータ
、受信データ、パイロット情報などを記憶することができるメモリ９０８、をさらに備え
ることができる。メモリ９０８は、ＣＱＩ／ＤＲＣ信号に関連した情報、アクセス端末の
アクティブセットにおける１つまたは複数の基地局から受信される消去レート指示、基地
局識別情報、逆方向リンクチャネル品質に関連するパラメータ（例えば、消去レートイン
ジケータ、スーパーフレームプリアンブルの平均受信パワーレベル、...）を監視するた
めのプロトコル、監視されたパラメータに基づいてパワーオフセットファクタを生成する
ためのプロトコルなどを、記憶することができる。
【００４８】
　ここにおいて説明されるデータストア（例えば、メモリ９０８）は、揮発性メモリまた
は不揮発性メモリのいずれでもあり得ることができ、あるいは揮発性メモリと不揮発性メ
モリの両方を含むことができることを、認識されるであろう。例として、限定するもので
はないが、不揮発性メモリは、読取り専用メモリ(read only memory)（ＲＯＭ）、プログ
ラマブルＲＯＭ（programmable ROM）（ＰＲＯＭ）、電気的プログラマブルＲＯＭ(elect
rically programmable ROM)（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ(electrically era
sable PROM)（ＥＥＰＲＯＭ）、またはフラッシュメモリを含むことができる。揮発性メ
モリは、ランダムアクセスメモリ(random access memory)（ＲＡＭ）を含むことができ、
これは外部キャッシュメモリとしての役割を果たす。例証として限定するものではないが
、ＲＡＭは、シンクロナスＲＡＭ(synchronous RAM)（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ(
dynamic RAM)（ＤＲＡＭ）、シンクロナスＤＲＡＭ(synchronous DRAM)（ＳＤＲＡＭ）、
ダブルデータレートＳＤＲＡＭ(double data rate SDRAM)（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、拡張
ＳＤＲＡＭ(enhanced SDRAM)（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ(Synchlink DRAM)
（ＳＬＤＲＡＭ）、ダイレクトラムバスＲＡＭ(direct Rambus RAM)（ＤＲＲＡＭ）など
多数の形態で使用可能である。主題のシステムおよび方法のメモリ９０８は、それだけに
限定されることなく、これらおよび他の適切な任意のタイプのメモリを備えるように意図
される。
【００４９】
　レシーバ９０２は、さらに受信信号パラメータモニタ９１０に動作的に結合され、この
受信信号パラメータモニタは、適切なパワーオフセットファクタなどを生成するためにプ
ロセッサ９０６によって利用されることができる情報を収集するために受信信号を監視す
ることができる。例えば、受信信号パラメータモニタ９１０は、図２～６に関して上記さ
れる様々な方法を実行することを容易にするために消去レートインジケータを監視し、図
７および８などに関して上記されるようにプロセッサ９０６による比較を容易にするため
にスーパーフレームプリアンブルについての平均受信信号パワーレベルを監視することが
できる。アクセス端末９００は、変調器９１２と、例えば１つまたは複数の基地局、別の
ユーザデバイス、リモートエージェントなどに対して信号を送信するトランスミッタ９１
４とをさらに備える。レシーバ９０２とプロセッサ９０６とは別に示されているが、受信
信号パラメータモニタ９１０は、プロセッサ９０６の一部分、またはいくつかのプロセッ
サ（図示されず）とすることができ、かつ／または一体型レシーバ９０２とすることもで
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きることが、認識されるべきである。
【００５０】
　図１０は、１つまたは複数の態様に従って、送信パワーを節約し干渉を低減させるため
にスケーラブルなパワーオフセットファクタの生成を可能にする、アクセス端末に対して
逆方向リンクチャネル品質情報を提供することを容易にするシステム１０００の説明図で
ある。システム１０００は、複数の受信アンテナ１００６を介して１つまたは複数のユー
ザデバイス１００４からの信号（１つまたは複数）を受信するレシーバ１０１０と、送信
アンテナ１００８を介して１つまたは複数のユーザデバイス１００４に対して送信するト
ランスミッタ１０２２と、を有する基地局１００２、を備える。レシーバ１０１０は、受
信アンテナ１００６からの情報を受信することができ、受信情報を復調する復調器１０１
２に動作的に関連づけられる。被復調シンボルは、図９に関して上記されるプロセッサに
類似したものとすることができるプロセッサ１０１４によって解析され、このプロセッサ
は、アクティブセットにおいて基地局がリストアップされる様々なアクセス端末について
の消去レートに関連した情報、および／またはここにおいて述べられる様々なアクション
およびファンクションを実行することに関連した他の適切な任意の情報を記憶するメモリ
１０１６に結合される。
【００５１】
　プロセッサ１０１４は、さらに消去レート指示ジェネレータ(erasure rate indication
 generator)１０１８に結合されることができ、この消去レート指示ジェネレータは、ア
クセス端末からのＣＱＩ／ＤＲＣ信号の解析に基づいてそのアクセス端末についての消去
レート情報を生成することができる。消去レート指示ジェネレータ１０１８は、さらに変
調器１０２０に結合されることができる。変調器１０２０は、ユーザデバイス（１つまた
は複数）１００４に対するアンテナ１００８を介してのトランスミッタ１０２２による送
信のために通信信号を変調／多重化することができる。プロセッサ１０１４から分離して
いるとして示されているが、消去レート指示ジェネレータ１０１８および／または変調器
１０２０は、プロセッサ１０１４の一部であってもよいし、あるいは複数のプロセッサ（
図示されず）であってもよい、ということが認識されるべきである。
【００５２】
　図１１は、例示のワイヤレス通信システム１１００を示している。ワイヤレス通信シス
テム１１００は、簡潔さのために１つの基地局と２つの端末を示している。しかしながら
、システムは、複数の基地局および／または複数の端末を含むことができ、ここで追加の
基地局および／または端末は、以下で説明される例示の基地局と端末についてほぼ同様ま
たは異なったものとすることができることが認識されるべきである。さらに、基地局およ
び／または端末は、それらの間のワイヤレス通信を容易にするためにここにおいて説明さ
れるシステム（図１、２、９、１０、および１２）および／または方法（図３～８）を使
用することができることも認識されるべきである。
【００５３】
　図１１は、多重アクセスマルチキャリア通信システム(multiple-access multi-carrier
 communication system)におけるＡＰ１１１０ｘと２つのＡＴ１１２０ｘおよび１１２０
ｙの一実施形態のブロック図を示している。ＡＰ１１１０ｘにおいて、送信（ＴＸ）デー
タプロセッサ１１１４は、データソース１１１２からのトラフィックデータ（例えば、情
報ビット）とコントローラ１１２０およびスケジューラ１１３０からの信号情報および他
の情報を受け取る。例えば、コントローラ１１２０は、アクティブなＡＴの送信パワーを
調整するために使用されるパワー制御（ＰＣ）コマンドを提供することができ、スケジュ
ーラ１１３０は、ＡＴについてのキャリアの割当てを提供することができる。これらの様
々なタイプのデータは、異なるトランスポートチャネル上で送信されることができる。Ｔ
Ｘデータプロセッサ１１１４は、被変調データ（例えば、ＯＦＤＭシンボル）を供給する
ためにマルチキャリア変調（例えば、ＯＦＤＭ）を使用して受け取られたデータを符号化
し変調する。次いでトランスミッタユニット(transmitter unit)（ＴＭＴＲ）１１１６は
、その後にアンテナ１１１８から送信されるダウンリンク被変調信号を生成するために被
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変調データを処理する。
【００５４】
　ＡＴ１１２０ｘと１１２０ｙのおのおのにおいて、送信され変調された信号は、アンテ
ナ１１５２によって受信され、レシーバユニット(receiver unit)（ＲＣＶＲ）１１５４
へと供給される。レシーバユニット１１５４は、サンプルを供給するために受信信号を処
理しデジタル化する。次いで受信（ＲＸ）データプロセッサ１１５６は、復号化されたデ
ータを供給するためにそれらのサンプルを復調し復号化し、この復号化されたデータは、
回復されたトラフィックデータ、メッセージ、信号などを含むことができる。トラフィッ
クデータは、データシンク１１５８に供給されることができ、その端末のために送信され
るキャリア割当てとＰＣコマンドは、コントローラ１１６０へと供給される。コントロー
ラ１１６０は、上記のスキームを実行するように構成されることができる。
【００５５】
　アクティブな端末１１２０のおのおのについて、ＴＸデータプロセッサ１１７４は、デ
ータソース１１７２からのトラフィックデータと、コントローラ１１６０からの信号情報
および他の情報を受け取る。例えば、コントローラ１１６０は、その端末についての必要
とされる送信パワー、最大送信パワー、あるいは最大送信パワーと必要とされる送信パワ
ーとの間の差を示す情報を供給することができる。様々なタイプのデータは、割り当てら
れたキャリアを使用してＴＸデータプロセッサ１１７４によって符号化され変調され、そ
してさらにその後にアンテナ１１５２から送信されるアップリンク被変調信号を生成する
ためにトランスミッタユニット１１７６によって処理される。
【００５６】
　ＡＰ１１１０ｘにおいて、ＡＴからの、送信され変調された信号は、アンテナ１１１８
によって受信され、レシーバユニット１１３２によって処理され、ＲＸデータプロセッサ
１１３４によって復調され復号化される。レシーバユニット１１３２は、端末ごとの受信
信号品質（例えば、受信信号対雑音比(signal-to-noise ratio)（ＳＮＲ））を推定し、
この情報をコントローラ１１２０に対して供給することができる。次いでコントローラ１
１２０は、端末についての受信信号品質が許容範囲内に保持されるように端末ごとにＰＣ
コマンドを導き出すことができる。ＲＸデータプロセッサ１１３４は、端末ごとの回復さ
れたフィードバック情報（例えば、必要とされる送信パワー）をコントローラ１１２０お
よびスケジューラ１１３０に対して供給する。
【００５７】
　ここにおいて説明される技法は、様々な手段によってインプリメントされることができ
る。例えば、これらの技法は、ハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの組合せの形
でインプリメントされることができる。ハードウェアインプリメンテーションでは、これ
らの技法についての処理ユニット（例えば、コントローラ１１２０および１１７０、ＴＸ
プロセッサ１１１４およびＲＸプロセッサ１１３４など）は、ここにおいて説明される機
能を実行するように設計された１つまたは複数の特定用途向け集積回路(application spe
cific integrated circuit)（ＡＳＩＣ）、デジタル信号処理プロセッサ(digital signal
 processor)（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス(digital signal processing device
)（ＤＳＰＤ）、プログラマブルロジックデバイス(programmable logic device)（ＰＬＤ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ(field programmable gate array)（ＦＰＧ
Ａ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、他の電
子ユニット、あるいはそれらの組合せの内部にインプリメントされることができる。
【００５８】
　図１２は、様々な態様に従って、ワイヤレス通信環境におけるアクセス端末からの送信
信号を調整するためにスケーラブルなパワーオフセットファクタを生成することを容易に
する装置１２００を示している。装置１２００は、一連の相互に関連した機能ブロック、
または「モジュール」として表され、これは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれら
の組合せ（例えば、ファームウェア）によってインプリメントされる機能を表すことがで
きる。例えば、装置１２００は、先行する図に関して上記されるような様々な動作を実行
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するためのモジュールを提供することができる。装置１２００は、基地局からの情報を受
信することができる受信するためのモジュール１２０２を備え、ここで情報は、逆方向リ
ンクチャネル品質に関連している。例えば、受信するためのモジュール１２０２は、装置
１２００が使用されるアクセス端末によって送信されるＣＱＩ／ＤＲＣ信号についての消
去レートを記述した消去レート指示を受信することができる。追加して、または代わりに
、受信するためのモジュールは、ユーザデバイスのアクティブセット中にリストアップさ
れる１つまたは複数の基地局からの他の信号を受信することもでき、その信号の一部分（
例えば、スーパーフレームプリアンブルなど）は、パワーオフセットファクタの生成を容
易にするために解析されることができる。
【００５９】
　装置１２００は、信号パラメータを監視するためのモジュール１２０４をさらに備える
ことができ、このモジュールは、消去レート指示を監視することができ、かつ／または１
つまたは複数の基地局から受信される信号中におけるスーパーフレームプリアンブルにつ
いての平均受信パワーを測定することができる。消去レート指示情報(erasure rate indi
cation information)は、パワーオフセットファクタを生成するためのモジュール１２０
６が、現在のサービングセクタによりアクセス端末に割り当てられる送信パワーに乗ずる
べき適切なパワーオフセットファクタを導き出すことができるようにする送信パワーレベ
ルに（例えば、テーブルルックアップなどを実行することにより）相関づけられることが
できる。次いで、送信するための手段１２０８は、アクセス端末がハンドオフを要求して
いる新しいサービングセクタがその要求を聞くことができることを保証するように、パワ
ーオフセットファクタによって乗ぜられた、その割り当てられた送信パワーでハンドオフ
要求を新しいサービングセクタに対して送信することができる。別の態様によれば、パワ
ーオフセットファクタを生成するためのモジュール１３０６は、現在のスーパーフレーム
プリアンブルについての平均受信パワーを先行するスーパーフレームプリアンブルの平均
受信パワーレベルと比較することができ、それらの間の差に基づいてパワーオフセットフ
ァクタを生成することができる。次いで、送信するためのモジュール１３０８は、ターゲ
ット基地局が信号を聞くことができることを保証するようにそのオフセットによって乗ぜ
られた割り当てられたパワーレベルでその信号を送信することができる。ここにおいて説
明される様々なモジュールは、上記の様々な方法を実行するためのどのようなすべての必
要な構成（例えば、ハードウェアおよび／またはソフトウェア）も備えることができるこ
とが認識されるであろう。
【００６０】
　ソフトウェアインプリメンテーションでは、ここにおいて説明される技法は、ここで説
明される機能を実行するモジュール（例えば、プロシージャ、ファンクションなど）を用
いてインプリメントされることができる。ソフトウェアコードは、メモリユニットに記憶
され、プロセッサによって実行されることができる。メモリユニットは、プロセッサの内
部に、あるいはプロセッサの外部にインプリメントされることができ、この場合には、メ
モリユニットは、当技術分野において知られているような様々な手段を経由してプロセッ
サに通信的に結合されることができる。
【００６１】
　上記に説明されているものは、１つまたは複数の実施形態の例を含んでいる。前述の実
施形態を説明する目的のために、コンポーネントまたは方法の考え得るあらゆる組合せを
説明することは、もちろん可能ではない、しかし、当業者は、様々な実施形態のさらなる
多くの組合せおよび置換が可能であることを認識することができる。したがって、説明さ
れる実施形態は、添付の特許請求の範囲の精神および範囲内に含まれるそのようなすべて
の変更、修正および変形を包含するように意図される。さらに、用語「含む(includes)」
が詳細な説明または特許請求の範囲のいずれかにおいて使用される範囲においては、その
ような用語は、用語「備えること(comprising)」が、請求項においてトランジショナルワ
ード(transitional word)として使用されるときに解釈されるように、用語「備えること(
comprising)」と同様に包含的であるように意図されている。
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【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】１つまたは複数の態様に従って、複数の基地局と複数の端末とを有するワイヤレ
ス通信システムを示す図である。
【図２】１つまたは複数の態様に従って、適切なパワーブースティングファクタを決定す
るためにアクセス端末によって利用されることができる、アクセス端末についての消去レ
ートと送信パワーとの間の関係のグラフ表示を示す図である。
【図３】１つまたは複数の態様に従って、データレート制御（ＤＲＣ）信号など、アクセ
ス端末送信のスケーラブルなパワーオフセットを導き出す方法の説明図である。
【図４】ここにおいて説明される１つまたは複数の態様に従って、チャネル品質フィード
バックに基づいてパワーブーストファクタを調整する方法を示す図である。
【図５】１つまたは複数の態様に従って、ＣＱＩおよび／またはＤＲＣの信号送信につい
てのサービングセクタを選択し、パワーオフセットファクタを調整するための方法の説明
図である。
【図６】１つまたは複数の態様に従って、望ましい消去レートと、アクセス端末がハンド
オフを要求している新しいサービングセクタに関連する消去レートとの関数として、パワ
ーオフセットファクタを決定することを容易にする方法の説明図である。
【図７】１つまたは複数の態様に従って、送信パワー制御を実行すべきかどうかを決定す
ることを容易にする方法の説明図である。
【図８】１つまたは複数の態様に従って、アクセス端末におけるスーパーフレームプリア
ンブル間の平均受信パワーの比較に基づいてパワー調整プロトコルを実行することを容易
にする方法の説明図である。
【図９】１つまたは複数の態様に従って、逆方向リンクチャネル品質に基づいて送信パワ
ーをブーストすべきスケーラブルなパワーオフセットファクタを生成することを容易にす
るアクセス端末の説明図である。
【図１０】１つまたは複数の態様に従って、送信パワーを節約し干渉を低減させるために
スケーラブルなパワーオフセットファクタの生成を可能にする、アクセス端末に対して逆
方向リンクチャネル品質情報を提供することを容易にするシステムの説明図である。
【図１１】例示のワイヤレス通信システムを示す図である。
【図１２】様々な態様に従って、ワイヤレス通信環境におけるアクセス端末からの送信信
号を調整するためにスケーラブルなパワーオフセットファクタを生成することを容易にす
る装置を示す図である。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(26) JP 2009-506647 A 2009.2.12

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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